
栃木県森林組合連合会



県民の森

木材流通課

・県内3か所の木材共販所の運営
・木材の販売
・木材市の開催

・キャンプ場の運営
・自然観察ガイド等森林教育活動
・森林展示館運営

矢板木材
共販所

鹿沼木材
共販所

大田原木材
共販所

監査室

次代へ、森を活かして地域を創る

栃木県森林組合連合会は、
森林組合法に基づき県内森林組合が会員となり組織された協同組合です。

会員森林組合の森林経営に関する指導や監査を実施するほか、各種森林調査、会員が行う事業
に必要な物資の供給及び会員が生産した良質なスギ・ヒノキ丸太の販売を行っています。また、
教育機能の増進に関する事業等も行っております。
基本理念に基づき、会員森林組合の経営および県土の約54%を占める森林資源を次代に引き
継ぐとともに豊かな地域づくりのため日々活動しています。

・各森林組合の事業監査

社会貢献
・山地災害等の情報提供に関する協定(栃木県）
・不法投棄の情報提供活動に関する協定(栃木県）

・日光杉並木オーナー制度(栃木県）

SDGsの取組
SDGs（持続可能な開発目標）は、
持続可能でよりよい社会の実現を
目指す世界共通の17の目標です。
県森連でも木材販売や森林整備
業務などを通して、SDGｓの達成に
向けて取り組んでいます。



業務課
(地籍調査室）

総務指導課

業務課

・獣害防止資材や林業用苗木、椎茸原木の販売
・原木林調査、伐採再造林

・経営基盤強化のための指導
・各種研修会
・フォレストワーカーの育成

・森林保険事業
・松くい虫防除作業の実施
・野生鳥獣及び森林病害虫森林調査の実施
・リモートセンシング技術を用いた地籍調査の実施

基本理念

1 豊かな森林（もり）をつくり、林業と山村の活性化につとめます。
1 木材の供給を通じて、快適で豊かな社会づくりにつとめます。
1 信頼され仕事を任せられる組織づくりにつとめます。

沿革
昭和１６年１２
昭和２６年 ６

昭和31年１０
昭和32年 5
昭和33年 1
昭和49年11
昭和53年 1
昭和53年 5
平成25年 1
平成28年 6

創立
改正森林法公布
（協同組合として森林組合、連合会を法制化）
鹿沼木材共販所を開設
大田原木材共販所を開設
矢板木材共販所を開設
林業会館完成本会を宇都宮市西一の沢町に移転
株式会社栃木県総合緑化センターを設立
森林組合法公布
安定販売を開始
SGEC分別・表示管理認証（ＣＯＣ）取得

月1日
月

月
月
月
月
月
月
月
月



総務指導課

県内森林組合の組織・経営基盤強化のための森林組合指導
を行うほか、森林組合役職員を対象とした若手職員研修や
トップマネジメント研修など、各種研修会を開催しています。
また、県森連職員労働環境の管理、経理等も総務指導課で
行っています。事業のご相談や不明な点等ございましたらお
気軽にお問い合わせください。

フォレストワーカーの育成
総務指導課は、林業事業体に就業した林業経験の少ない
林業従事者に対し、講習や実技研修を行う「緑の雇用」事業
を実施しています。
この事業では、研修年次（１～３年目）に応じて研修内容を
ステップアップさせ、安全で正しい技能を身につけられるよ
うに講習を開催しています。集合研修で知識習得や資格取
得を行うほか、現場では指導員がOJT研修を行っています。
このほかに、班長クラスの作業員に対する技術向上の研修
も実施しています。

監査室
森林組合監査士の資格を持った栃木県森林組合連合会の職員(令和4年時点６名）が会員森林組合に対
して、職務の執行が法令・定款を遵守して行われているかどうかを監査します。

森を活かす人を創る

森林組合系統としての取組
JForestビジョン２０３０を推進し、地域の森林整備の担い手として、森林環境譲与税の活用に協力し、
適切な森林の利用・保全を通じて森林の持つ公益的機能の維持・増進を図り、SDGsの達成に貢献してい
きます。
森林組合系統として「地域森林の適切な利用・保全と林業経営のさらなる発展に向けて」を全国統一目標
に掲げ、2030年のゴールに向けて以下の3点の課題に取り組みます。

・組合員サービスの向上
・働く人の所得向上・就業環境改善
・事業拡大・効率化による経営の安定



木材流通課

森林認証
木材が持続可能に管理された森林から伐採されたものであることを
証明する仕組みです。国際的に普及しているPEFCをはじめ、日本の
SGECなど国ごとに開発された制度もあります。
森林認証制度には、林業関係者のための 『森林管理認証 FM』と加
工・流通業者のための『生産物認証 CoC』があり、県森連では平成28
年にSGEC分別・表示管理認証（CoC）を取得しています。
この認証により、消費者へ環境に配慮された森林から伐採された木
材を選んで購入する機会を提供でき、SDGｓの達成にも貢献できます。

木材共販所の運営
栃木県森林組合連合会では昭和31年から木材
共販事業が始まりました。現在では鹿沼市・矢板市・
大田原市の３ヶ所で木材共販所を運営しています。
森林組合から出荷される木材は２週間毎に市を開
催して販売しています。
令和3年度には３ヶ所の木材共販所合わせて、年
間をとおして、１９５千㎥の木材が販売されました。

森を活かして木を届ける

各木材共販所の住所はこちらです

木材共販所の業務
搬入された丸太を各共販所に設置している選別機で樹種・長さ・径級
ごとに選別します。選別した丸太をそれぞれに椪積みし、市で販売して
います。
このほか、学生や緑の雇用研修生に向けた共販所の見学や教育活動
も行っています。



購買
購買部門では、ヘルメットや防護ズボン、安全靴など林内で安全に
作業するための安全対策商品のほか、植栽のための山行苗木や緑
化木をはじめ、獣害対策資材から木工品まで林業資材も幅広く扱っ
ています。
また、椎茸やなめこの種駒、おが粉などの椎茸資材も取り扱ってい
ます。
気になる商品がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

森林整備
森林整備事業全般に関することを担当し、松くい虫被害対策等の
森林病害虫防除に関する事業、野生鳥獣及び森林病害虫の森林に
関する調査など積極的に取り組んでいます。
また、栃木県は原木椎茸栽培が盛んでしたが、原発事故の影響で
県内産の原木が使用できなくなりました。そのため、栃木県及び全
国森林組合連合会と協力し、九州や四国など西日本より調達した
原木を県内の原木椎茸生産者に配布する事業も行っています。
さらに、一日も早く原木椎茸生産者に県内産の安全な原木をご利
用いただけるよう、平成２７年度から県内原木林の萌芽更新を開始
し、令和３年度からは植栽更新による再生にも取組んでいます。

森林保険
所有している森林が、対象となる８つの災害(火災、風害等）にあった際、ご契約内容に従いその損害を
補償する制度です。
全く人手の入らない天然林や竹林を除いて、樹種、林齢、面積(0.01ha以上)等に関係なく加入すること
ができます。個人、法人を問わずどなたでも申し込みいただけます。詳細は森林が所在する地域の森林組
合にお問い合わせください。

業務課 森を活かすために守る

地籍調査室
地籍調査とは、一筆ごとの土地について、所有者、地番、地目を調
査し、境界の測量や面積の測定を行い、その結果を地図（地籍図）及
び簿冊（地籍簿）にまとめる調査です。
栃木県森林組合連合会では、土地の境界や所有者が不明確な林地
が増加している現状の解消を図るため、令和元年度から人工衛星や
航空機、ドローンにより撮影した航空写真を活用し調査する「リモー
トセンシング技術」を用いた山村部の地籍調査に取り組んでいます。



栃木県森林組合連合会、たかはら森林組合、高原林産
企業組合の３社のコンソーシアムで、たかはらの森管理
グループを立ち上げ、平成２５年４月から栃木県県民の
森の指定管理業務を行っています。
県森連がトータルコーディネートを行い、四季折々の自
然を楽しめるフィールドを提供しています。
また、県民の森をとおして、一般の方々に森林や林業、
木の良さ・ぬくもりについて普及活動を行っています。

体験型自然博物館として自然を楽しむフィールド
「見て、聴いて、触れる」ことが出来る体験型展示施設の森林展示館、昆虫標

本を展示しているマロニエ昆虫館、そのほかに木工館やキャンプ場、BBQ広場な
どの施設を運営しています。
また、令和3年度春から、キャンプ場内に本格的なフィールドを活かした渓流釣
り場がグランドオープンしました。
自然を知る学習の場として、またご家族や友人と楽しむレジャーの場として、幅
広い層のお客様がそれぞれの目的に応じた楽しみ方で、豊かな自然を満喫する
ことが出来る施設となっております。

県民の森 森を活かして学ぶ

自然を学ぶイベント
自然観察の拠点である森林展示館には、自然解説員が常駐し、四季折々の自然情報や観察のポイントな
ど、利用されるお客様への情報提供を行ってきました。
また、自然への関心を喚起するため、ハイキング、クラフト、自然観察、キャンプなど様々な導入体験イベ
ントを実施しております。

お客様に安心して県民の森をご利用いただくため、スタッフをはじめ施設内において、コロナウイルス感
染症対策を万全に実施し、接客対応をさせていただきます。皆様のご来場を心よりお待ちしております。



組織概要
栃木県森林組合連合会

代表理事会長 江連比出市

〒320-0046
栃木県宇都宮市西一の沢町8番22号
TEL：028-637-1450 
FAX：028-637-1454

名 称

代表者

所在地

ホームページは
こちらから↑

県内森林組合はこちらです

みかも森林組合

粟野森林組合

鹿沼市森林組合

日光市森林組合

たかはら森林組合

那須塩原市森林組合

那須町森林組合

大田原市森林組合

那須南森林組合

宇都宮市森林組合

芳賀地区森林組合

創 立

会員組合

事業内容

役職員数

昭和16年12月1日

正会員11名 准会員1名

指導事業、共販事業、購買事業、
森林整備事業、森林保険、県民の森

役員12名 職員5９名

アクセス

栃木県森林組合連合会

６

作新学院

足利銀行

ツタヤ

至那須

至東京

栃木県中央公園

至宇都宮IC

スーパーセンター

トライアル

栃木県森林組合連合会

至鹿沼IC

ファミリー
マート

119

４

３

宇

都

宮

駅

JR

2

至鹿沼市


